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日
午
前
８
時

分
か
ら
午
後

５
時
ま
で
各
支
所
・
支
店
で

受
け
付
け

◎
必
要
書
類

領
収
書
、

購
買
品
送
り
状
兼
代
金
請
求

書
、
Ｊ
Ａ
以
外
の
購
入
分
は

品
名
な
ど
が
記
載
さ
れ
た
領

収
書
な
ど

問
い
合
わ
せ
は
、
Ｊ
Ａ
グ

リ
ー
ン
は
だ
の
☎

－
７
７

１
９
ま
た
は
営
農
販
売
課
☎


－
７
７
１
８
ま
で
。

２
年
６
月
か
ら

月
に
購
入

し
た
肥
料
（
今
年
の
秋
肥
と

し
て
使
う
肥
料
）
※
Ｊ
Ａ
以

外
で
購
入
し
た
肥
料
も
対
象

◎
内
容

化
学
肥
料
の
２

割
低
減
の
取
り
組
み
を
行
う

農
業
者
に
対
し
、
前
年
度
か

ら
増
加
し
た
肥
料
費
に
つ
い

て
、

％
（
国

％
、
県


％
）
を
支
援
金
と
し
て
交
付

◎
申
請
手
続
き


月
１

日
（
火
）
～

日
（
金
）
平

肥
料
の
高
騰
に
よ
る
農
業

経
営
へ
の
影
響
を
緩
和
す
る

た
め
、
国
と
県
が
肥
料
の
購

入
コ
ス
ト
上
昇
分
の

％
を

支
援
す
る
。
化
学
肥
料
の
低

減
に
取
り
組
み
、
農
産
物
を

販
売
す
る
農
業
者
が
対
象
。

秋
肥
分
の
申
請
を
Ｊ
Ａ
は
だ

の
各
支
所
・
支
店
で
受
け
付

け
る
の
で
、
ぜ
ひ
活
用
を
。

要
件
や
詳
細
は
次
の
通
り
。

◎
対
象
の
肥
料

２
０
２

ば
、
１
、
２
年
後
に
は
市
内

か
ら
酪
農
家
が
い
な
く
な
っ

て
し
ま
う
可
能
性
を
示
し
、

行
政
の
さ
ら
な
る
支
援
を
依

頼
し
た
。

新
東
名
高
速
道
路
の
サ
ー

ビ
ス
エ
リ
ア
周
辺
で
の
観
光

農
業
の
充
実
や

鳥
獣
被
害

対
策
な
ど
も
討
議

鳥
獣
を

捕
獲
し
た
後
の
処
理
に
つ
い

て

農
家

Ｊ
Ａ

行
政
が
連

携
し
て
ス
ム
ー
ズ
な
対
応
を

目
指
す
こ
と
を
確
認
し
た


伊
藤
章
会
長
は
「
農
業
の

現
状
を
知
っ
て
も
ら
い
、
課

題
を
共
有
で
き
た
。
秦
野
で

新
し
く
農
業
を
始
め
て
い
く

人
た
ち
の
た
め
に
も
、
取
り

組
み
や
す
い
環
境
を
つ
く
り

上
げ
て
い
き
た
い
」
と
意
気

込
み
を
話
し
た
。

中
核
を
担
う
農
業

経
営
士
の
意
見
を

市
の
農
政
に
反
映

さ
せ
、
よ
り
良
い

営
農
環
境
づ
く
り

を
進
め
よ
う
と
開

い
て
い
る
も
の
。

こ
れ
ま
で
に
、
中

学
校
給
食
へ
の
地

場
産
農
産
物
の
供

給
や
、
落
花
生
の

振
興
策
な
ど
に
つ

い
て
話
し
合
っ
て

き
た
。

経
営
士
は
懇
談

会
で
、
世
界
情
勢

に
よ
り
飼
料
な
ど

の
価
格
が
こ
れ
ま

で
の
２
倍
以
上
に

な
っ
て
い
る
現
状
を
説
明
。

こ
の
ま
ま
の
状
態
が
続
け

し
合
う
こ
と
を
確
認
し
た
。

懇
談
会
は
、
地
域
農
業
の

秦
野
市
農
業
経
営
士
会
は

７
日
、
本
所
で
高
橋
昌
和
市

長
ら
と
の
農
政
懇
談
会
を
開

い
た
。
経
営
士
の
他
、
県
や

市
、
Ｊ
Ａ
の
役
職
員
ら

人

が
出
席
。
地
域
農
業
が
抱
え

る
課
題
に
つ
い
て
意
見
を
交

わ
し
、
解
決
に
向
け
て
協
力

ゃ
く
さ
ん
か
っ
け
い
）
さ
ん
が
、
じ
ば
さ
ん
ず
の
魅

力
を
リ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

①
は
だ
の
じ
ば
さ
ん
ず
運
営
協
議
会
の
三
武
利
夫

会
長
、
草
山
茂
夫
副
会
長
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
②
尾
尻

の
髙
橋
庸
郎
さ
ん
と
平
沢
の
栗
原
悦
子
さ
ん
を
訪

ね
、
作
業
を
お
手
伝
い
（
放
送
の
順
序
は
未
定
）


月

日
（
日
）
午
前
９
時
放
送
の
ｔ
ｖ
ｋ
「
か

な
が
わ
旬
菜
ナ
ビ
」
は
、

周
年
を
迎
え
る
じ
ば
さ

ん
ず
を
特
集
し
ま
す
。
オ
ー
プ
ン
時
の
映
像
を
織
り

交
ぜ
な
が
ら
、
旬
菜
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
の
松
下
▽
（
ぎ

2002年にオープンしたじばさ

んずは、月に周年を迎えま

す。地域の皆さまの長年のご愛

顧に感謝して、月日（土)

日（日）の２日間、周年祭を

開きます。

市内の生産者が丹精して育て

た農産物はもちろん、産地間提

携を結ぶ日本各地のＪＡの農産

物や加工品を販売します。さら

に、2000円以上お買い上げの方

に、農家からのプレゼントをお

渡しします。ぜひご来場くださ

い。

農
業
と
商
業
が
連
携
。
秦
野
の
魅
力
あ
ふ
れ

る
店
舗
の
オ
ー
プ
ン
や
、
秦
野
産
農
産
物
を
使

っ
た
商
品
の
発
売
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
秦

野
の
農
産
物
を
Ｐ
Ｒ
す
る
。

今月の特集
４～５面

農
商
が
連
携
し
地
域
を
活
性
化

秋
深
し
高
品
質
の
新
米
そ
ろ
う

Ｊ
Ａ
は
だ
の
は
９
月

日
、
今
年

産
の
米
の
検
査
と
集
荷
を
始
め
た
。

生
産
者
が
、
検
査
会
場
の
大
根
支
所

や
鶴
巻
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
、
本
所
な

ど
に
米
を
持
ち
寄
っ
た
。

検
査
員
を
務
め
る
職
員
が
、
１
袋

ず
つ
開
封
し
て
形
質
や
色
つ
や
な
ど

を
確
認
し
、
等
級
を
付
け
た
。
今
年

は
高
温
障
害
が
心
配
さ
れ
た
が
、
生

産
者
は
肥
培
管
理
や
適
期
の
収
穫
を

徹
底
し
、
品
質
の
良
い
米
が
そ
ろ
っ

た
。集

荷
し
た
米
は
県
内
の
小
学
校
給

食
に
供
給
す
る
他
、
じ
ば
さ
ん
ず
で

「
名
水
は
だ
の
米
」
と
し
て
販
売
し

て
い
る
。

米の品質を確認する生産者ら

課題解決へ連携確認課題解決へ連携確認
経営士が市長らと懇談

｢

か
な
が
わ
旬
菜
ナ
ビ｣


月

日(

日)

９
時
か
ら
放
送

国･

県
の
肥
料
支
援
金
活
用
を

国･

県
の
肥
料
支
援
金
活
用
を


月
１
日
～

日
に
受
け
付
け

地域農業について意見を交わした農政懇談会

じばさんず年じばさんず年

周年祭ご来場を
月(土)日(日)

Ｊ Ａ は だ の 第号（） 年(令和４年)月日(水曜日) (://-/)
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▽
優
秀
賞
＝
尾
澤
健
一
・

大
津
（
南
矢
名
）
諸
星
進
一

・
大
津
（
渋
沢
）
▽
優
良
賞

＝
遠
藤
修
・
大
津
（
曽
屋
）

山
岸
勉
・
大
津
（
寺
山
）
加

藤
英
俊
・
青
島
（
平
沢
）
▽

佳
良
賞
＝
小
澤
喜
一
・
大
津

（
南
矢
名
）
飯
田
敏
一
・
青

島
（
今
泉
）
志
村
博
・
大
津

（
南
矢
名
）
尾
澤
誠
一
・
青

島
（
南
矢
名
）
中
村
誠
治
・

大
津
（
曽
屋
）
宮
村
真
樹
・

大
津
（
北
矢
名
）
須
藤
良
一

・
大
津
（
菖
蒲
）

じ
ょ
う
）
を
巡
回
し
、
園
管

理
共
進
会
を
開
い
た
。
審
査

の
結
果
は
次
の
通
り
。

▽
優
秀
賞
＝
尾
澤
健
一

（
南
矢
名
）
▽
優
良
賞
＝
三

川
正
己
（
曽
屋
）
佐
藤
一
郎

（
曽
屋
）
▽
佳
良
賞
＝
桐
山

清
（
戸
川
）
志
村
左
一
（
南

矢
名
）

◇

果
樹
部
会
柑
橘
部
は


日
、
市
内
圃
場
を
巡
回
し
、

優
良
園
管
理
共
進
会
を
開
い

た
。
審
査
の
結
果
は
次
の
通

り
。

受
賞
お
め
で
と
う
！

日
頃
の
成
果
を
発
揮

果
樹
部
会
キ
ウ
イ
フ
ル
ー

ツ
部
は

日
市
内
圃
場(

ほ

ン
を
展
張
す
る
こ
と
で
、
温

室
の
保
温
効
果
が
一
層
高
ま

り
ま
す
。
内
張
り
カ
ー
テ
ン

の
保
温
効
果
を
最
大
限
に
発

揮
さ
せ
る
た
め
に
は
、
カ
ー

テ
ン
の
つ
な
ぎ
目
や
裾
部
に

破
れ
・
隙
間
が
で
き
な
い
よ

う
十
分
注
意
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
多
層
構
造
に
な
る

ほ
ど
保
温
効
果
は
高
ま
り
ま

す
が
、
寡
日
照
や
高
温
・
多

湿
と
な
る
場
合
が
あ
る
の

で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
多
層
カ
ー
テ
ン
は
、
被

覆
資
材
同
士
が
張
り
付
い
て

し
ま
う
と
十
分
に
保
温
効
果

が
発
揮
で
き
な
い
可
能
性
が

あ
る
た
め
、
被
覆
資
材
が
と

も
に
密
着
し
な
い
よ
う
に
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

自
身
で
取
り
組
む
省
エ
ネ

対
策
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
の

詳
細
は
、
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
か

ら
農
林
水
産

省
「
施
設
園

芸
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
生
産
管
理

マ
ニ
ュ
ア
ル
（
改
定
２
版)｣

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。（

青
木
）

③
エ
ア
ー
シ
ャ
ッ
タ
ー

（
燃
焼
空
気
取
り
入
れ
口
）

の
調
整

バ
ー
ナ
ー
の
エ
ア
ー
シ
ャ

ッ
タ
ー
を
調
整
す
る
こ
と

で
、
燃
焼
効
率
を
高
め
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
エ
ア
ー
シ

ャ
ッ
タ
ー
は
開
け
過
ぎ
て

も
、
閉
め
過
ぎ
て
も
燃
焼
効

率
が
低
下
し
ま
す
。
煙
突
か

ら
出
る
排
気
ガ
ス
が
無
色
に

な
る
よ
う
調
整
し
て
く
だ
さ

い
。外

張

り･

内

張

り

カ
ー
テ
ン
の
チ
ェ
ッ
ク

温
室
の
保
温
効
果
を
高
め

る
た
め
に
は
、
被
覆
面
に
隙

間
を
作
ら
な
い
こ
と
が
大
切

で
す
。
気
密
性
を
高
め
る
こ

と
は
、
放
熱
を
抑
制
す
る
効

果
的
な
方
法
で
す
。

①
外
張
り
被
覆

日
頃
か
ら
外
張
り
被
覆


天
窓
や
出
入
り
口
、
被
覆
資

材
留
め
具
の
緩
み
な
ど
を
点

検
し
、
修
理
を
行
う
こ
と
で

保
温
性
を
高
め
ま
す
。

②
内
張
り
カ
ー
テ
ン

温
室
内
に
内
張
り
カ
ー
テ

運
転
前
の
暖
房
機
な
ど
の

点
検
・
清
掃
は
、
事
故
や
故

障
を
防
ぐ
と
と
も
に
、
省
エ

ネ
に
結
び
つ
く
た
め
、
必
ず

行
い
ま
す
。

①
缶
体
の
掃
除

Ａ
重
油
に
含
ま
れ
る
不
純

物
は
燃
焼
後
に
か
す
と
し
て

缶
体
に
た
ま
り
、
こ
の
燃
焼

か
す
が
多
く
た
ま
る
と
、
暖

房
機
の
熱
効
率
の
低
下
や
バ

ー
ナ
ー
の
不
完
全
燃
焼
の
原

因
に
な
り
ま
す
。
熱
効
率
維

持
や
缶
体
を
長
く
持
た
せ
る

た
め
、
年
に
１
回
は
缶
体
を

掃
除
し
ま
し
ょ
う
。

②
バ
ー
ナ
ー
ノ
ズ
ル
周
辺

の
清
掃

バ
ー
ナ
ー
ノ
ズ
ル
周
辺
の

燃
焼
か
す
に
よ
る
汚
れ
は
、

燃
料
と
空
気
の
正
常
な
混
合

を
阻
害
し
、
不
完
全
燃
焼
と

な
り
ま
す
。
ノ
ズ
ル
周
辺
は

１
カ
月
に
１
回
を
め
ど
に
定

期
的
に
清
掃
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
デ
ィ
フ
ュ
ー
ザ
ー
が

汚
れ
て
い
た
ら
、
ウ
エ
ス
や

ワ
イ
ヤ
ブ
ラ
シ
な
ど
を
使
っ

て
汚
れ
を
落
と
し
ま
し
ょ

う
。

温
室
の
省
エ
ネ

対
策
に
つ
い
て

重
油
な
ど
の
燃
油
価
格
が

高
騰
し
て
い
ま
す
。
経
営
へ

の
影
響
を
緩
和
す
る
た
め
、

省
エ
ネ
対
策
が
重
要
で
す
。

こ
れ
か
ら
冬
季
を
迎
え
、
施

設
で
は
本
格
的
に
暖
房
の
使

用
が
始
ま
り
ま
す
。
省
エ
ネ

対
策
の
第
一
歩
と
し
て
、
ま

ず
は
使
用
前
に
施
設
の
点
検

を
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

燃
油
暖
房
機
の
チ
ェ
ッ
ク

た
。
ぜ
ひ
多
く
の
人
に
秦
野

の
お
い
し
い
丹
沢
レ
ッ
ド
を

味
わ
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と

話
し
た
。

向
上
を
図
っ
て
い
る
。

部
員
の
一
人
は
「
栽
培
管

理
を
徹
底
し
て
き
た
の
で
今

年
も
品
質
良
く
仕
上
が
っ

物
等｣

に
登
録
さ
れ
て
い
る


ブ
ラ
ン
ド
化
を
一
層
進
め
る

た
め
、
栽
培
講
習
会
を
開
く

な
ど
部
全
体
で
栽
培
技
術
の

「
丹
沢
レ
ッ
ド
」
は
、
果

肉
の
中
心
部
が
赤
く
、
高
い

糖
度
と
食
味
の
良
さ
が
特

徴
。
消
費
者
か
ら
は
「
甘
く

て
お
い
し
い
」
と
毎
年
好
評

だ
。
今
年
は
一
部
で
病
害
が

出
た
も
の
の
、
全
体
的
に
品

質
良
く
仕
上
が
っ
た
。

同
部
の
「
丹
沢
レ
ッ
ド
」

は
、
市
の
「
秦
野
優
良
農
産

果
樹
部
会
キ
ウ
イ
フ
ル
ー

ツ
部
の
部
員
は
９
月

、


の
両
日
、
早
生
種
の
キ
ウ
イ

フ
ル
ー
ツ
「
丹
沢
レ
ッ
ド
」

を
出
荷
し
た
。
部
員
が
選
果

場
に
持
ち
込
ん
だ
約
３
・
５

㌧
の
「
丹
沢
レ
ッ
ド
」
は
、

じ
ば
さ
ん
ず
で
販
売
し
た

他
、
県
内
の
市
場
な
ど
に
出

荷
し
た
。

こ
と
を
伝
え
た
。

お
り
の
管
理
者
の
一
人
は

「
必
要
な
対
策
を
的
確
に
指

示
し
て
く
れ
る
の
で
、
大
変

あ
り
が
た
い
。
早
速
対
応
し

て
、
被
害
を
少
し
で
も
減
ら

し
て
い
き
た
い｣

と
話
し
た


た
他
、
農
家
か
ら
被
害
の
有

無
な
ど
を
聞
き
取
っ
た
。
周

辺
に
獣
の
足
跡
が
確
認
で
き

た
お
り
に
は
餌
を
十
分
に
仕

掛
け
る
よ
う
に
指
導
し
、
確

認
で
き
な
い
お
り
は
設
置
場

所
の
再
検
討
が
必
要
に
な
る

た
。
セ
ン
タ
ー
職
員
ら
が
、

お
り
周
辺
の
整
備
状
況
や
餌

の
管
理
状
況
を
チ
ェ
ッ
ク
し

検
討
会
は
鹿
や
イ
ノ
シ
シ

が
繁
殖
期
を
迎
え
る
春
と
秋

の
年
２
回
、
毎
年
実
施
し
て

い
る
。
市
内
で
は
今
年
、
鹿

や
イ
ノ
シ
シ
の
目
撃
情
報
が

増
加
。
農
家
ら
は
現
地
検
討

会
を
は
じ
め
、
各
自
が
定
期

的
な
点
検
や
巡
回
を
徹
底
す

る
こ
と
で
被
害
を
最
小
限
に

食
い
止
め
て
い
る
。

５
日
に
巡
回
し
た
東
地
区

で
は
、
お
り

基
を
点
検
し

青
パ
パ
イ
ヤ

の
認
知
度
が

向
上
す
る
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
け
れ
ば｣

と
述
べ
た


沼
田
会
長
は
「
学
校
給
食

な
ど
に
も
取
り
入
れ
て
も
ら

い
、
多
く
の
子
ど
も
や
市
民

に
味
わ
っ
て
も
ら
え
る
よ
う

協
力
を
お
願
い
し
た
い
」
と

話
し
た
。

作
付
面
積
を
増
や
し
、
産
地

化
に
向
け
て
積
極
的
に
動
い

て
い
る
と
聞
い
た
秦
野
の

続
き
の
サ
ポ
ー
ト
を
依
頼
し

た
。沼

田
会
長
は
、
昨
年
の
試

験
栽
培
の
結
果
を
報
告
し

た
。
同
じ
品
種
で
も
異
な
る

形
の
青
パ
パ
イ
ヤ
が
で
き
る

こ
と
や
、
植
え
た
場
所
に
よ

っ
て
生
育
状
況
に
違
い
が
あ

る
こ
と
を
説
明
。
今
年
は
、

さ
ら
な
る
栽
培
技
術
の
向
上

の
た
め
、
複
数
の
条
件
下
で

栽
培
し
て
い
る
こ
と
な
ど
も

伝
え
た
。

高
橋
市
長
は
「
昨
年
よ
り

Ｒ
し
、
産
地
化
を
推
し
進
め

て
い
く
こ
と
が
目
的
。
沼
田

良
雄
会
長
ら
役
員
４
人
が
４

品
種

個
を
手
渡
し
、
引
き

青
パ
パ
イ
ヤ
研
究
会
は
９

月

日
、
市
役
所
で
高
橋
昌

和
市
長
に
青
パ
パ
イ
ヤ
を
贈

呈
し
た
。
多
く
の
市
民
に
Ｐ

は
だ
の
都
市
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
は
４
、
５
、
６
、


、

日
の
５
日
間
、
捕
獲
お
り
の
現
地
検
討
会
を
開

い
た
。
セ
ン
タ
ー
職
員
の
他
、
お
り
を
管
理
す
る
農
家

や
地
元
猟
友
会
の
会
員
ら
が
、
市
内

基
の
捕
獲
お
り

を
巡
回
。
地
域
一
体
と
な
っ
て
、
設
置
場
所
や
活
用
状

況
な
ど
を
確
認
す
る
こ
と
で
、
管
理
の
意
識
付
け
に
も

つ
な
げ
て
い
る
。

タマネギ栽培関連資材
キャンペーンを実施

農
薬
や
肥
料
な
ど
を
特
別
価
格

で
販
売

Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
は
だ
の
は


月
５
日
（
土
）
～

日

（
日
）
、
タ
マ
ネ
ギ
栽
培
関

連
の
資
材
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

実
施
し
ま
す
農
薬
や
肥
料


マ
ル
チ
な
ど
を
特
別
価
格
で

販
売
し
ま
す
の
で
、
お
得
な

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
お
問
い
合
わ
せ
は

Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
は
だ
の
ま

で
。
☎

－
７
７
１
９

ＪＡグリーンは農家を応援します

地
域
一
体
で
管
理
し
っ
か
り

地
域
一
体
で
管
理
し
っ
か
り

地
域
一
体
で
管
理
し
っ
か
り

市
内

基
の
捕
獲
お
り
を
点
検

丹
沢
レ
ッ
ド


出
荷
ス
タ
ー
ト

管
理
徹
底
で
品
質
良
好

「
丹
沢
レ
ッ
ド
」
の
状
態
を
確
認
す
る
部
員

市
長
に
青
パ
パ
イ
ヤ
贈
呈

産
地
化
へ
向
け
サ
ポ
ー
ト
を

捕
獲
お
り
を
点
検
す
る
農
家

高橋市長（中央）に青パパイヤを贈呈

Ｊ Ａ は だ の第号 営　農 年(令和４年)月日(水曜日) （）
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仁
仂
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仁
仂
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仁
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仁
仂
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仁

を
使
用
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
レ

シ
ピ
も
紹
介
。
最
後
に
、
講

師
が
書
い
た
レ
シ
ピ
本
が
も

ら
え
る
抽
選
会
も
行
っ
た
。

を
柔
ら
か
く
す
る
方
法
な

ど
、
料
理
を
お
い
し
く
す
る

ポ
イ
ン
ト
を
教
わ
っ
た
。

そ
の
他
、
地
場
産
の
食
材

原
裕
子
氏
が
務
め
た
。
「
フ

ラ
イ
パ
ン
ひ
と
つ
で
何
つ
く

る
？
～
日
々
の
食
卓
を
簡
単

に
お
い
し
く
！
～
」
と
題
し

て
実
演
し
た
。
参
加
者
は
、

炒
め
物
や
サ
ラ
ダ
な
ど
３
品

の
調
理
を
見
学
。
講
師
か
ら

調
味
料
を
入
れ
る
順
番
や
肉

「
Ｄ
Ｅ
Ｌ
Ｉ
Ｓ
Ｈ

Ｋ
Ｉ
Ｔ

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｎ
」
副
編
集
長
の
井

農
へ
の
関
心
を
高
め
て
も
ら

う
こ
と
が
目
的
。
部
員
ら


人
が
参
加
し
た
。

講
師
は
、
料
理
研
究
家
で

料
理
レ
シ
ピ
動
画
サ
ー
ビ
ス

女
性
部
は

日
、
本
所
で

「
Ｊ
Ａ
は
だ
の
・
家
の
光
ク

ッ
キ
ン
グ
フ
ェ
ス
タ
」
を
開

い
た
。
地
場
産
農
産
物
を
使

っ
た
料
理
を
通
じ
て
、
食
や

材
を
乾
燥
さ
せ
に
く
く
す
る

こ
と
や
、
貝
殻
や
動
物
の
骨

は
分
解
し
に
く
い
こ
と
な
ど

も
学
ん
だ
。

ど
を
企
画
し
て
き
た
。

今
年
の
学
習
会
に
は
「
小

田
原
生
（
い
き
）
ご
み
ク
ラ

ブ
」
の
担
当
者
を
招
い
た
。

小
田
原
市
で
は
、
家
庭
か
ら

出
る
生
ご
み
を
減
量
さ
せ
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し
、

生
ご
み
の
堆
肥
化
を
推
進
し

て
い
る
こ
と
を
学
ん
だ
。
ま

た
、
段
ボ
ー
ル
を
利
用
し
て

家
庭
か
ら
出
る
生
ご
み
を
簡

単
に
堆
肥
化
で
き
る

処
理

容
器
「
段
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス

ト
」
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

た
。部

員
ら
は
、
段
ボ
ー
ル
コ

ン
ポ
ス
ト
作
り
を
体
験
。
組

み
立
て
た
段
ボ
ー
ル
の
中
に

炭
や
お
が
く
ず
、
生
ご
み
な

ど
を
入
れ
、
協
力
し
な
が
ら

ス
コ
ッ
プ
や
手
で
か
き
混
ぜ

て
作
り
上
げ
た
。
微
生
物
の

働
き
を
良
く
す
る
た
め
に
基

女
性
部
本
部
役
員
と
女
性

理
事
は
９
月

日
、
本
所
で

「
生
ご
み
減
量
・
た
い
肥
を

作
る
研
修
会
」
を
開
い
た
。

女
性
な
ら
で
は
の
視
点
で
、

女
性
組
合
員
が
活
躍
し
や
す

い
場
づ
く
り
を
進
め
よ
う
と

企
画
し
た
も
の
。
持
続
可
能

な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）

に
つ
な
が
る
生
ご
み
の
減
量

へ
の
取
り
組
み
を
学
ん
だ
。

両
者
の
連
携
は
２
０
１
５

年
か
ら
ス
タ
ー
ト
。
健
康
や

食
な
ど
の
「
生
活
」
を
テ
ー

マ
に
毎
年
意
見
交
換
会
を
開

き
、
さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ
ア

を
提
案
。
こ
れ
ま
で
防
災
学

習
会
や
そ
ば
打
ち
講
習
会
な

っ
た
り
し
て
膝
や
ふ
く
ら
は

ぎ
な
ど
を
鍛
え
る
体
操
を
教

わ
っ
た
。

東支部

健
康
講
話

東
支
部
は

日
、

東
支
所
で
健
康
講
話

を
行
っ
た
。
部
員


人
が
参
加
し
た
。

伊
勢
原
協
同
病
院
の
職
員

が
「
転
ば
な
い
で
い
き
い
き

暮
ら
す
～
い
ま
か
ら
始
め
る

転
倒
予
防
体
操
～
」
と
題
し

て
講
話
し
た
。
講
師
は
、
転

倒
の
原
因
な
ど
を
説
明
。
転

倒
は
、
段
差
が
あ
る
場
所
よ

り
も
、
油
断
し
や
す
い
平
ら

な
場
所
で
一
番
起
こ
り
や
す

い
こ
と
も
伝
え
た
。

部
員
は
、
転
倒
予
防
体
操

を
実
践
。
講
師
か
ら
体
の
動

か
し
方
の
説
明
を
受
け
な
が

ら
、
椅
子
に
座
っ
た
り
、
立

儴儰儰儰儰儰儰儰

儴
儰
儰
儰

儴儰儰儰儰儰儰儰

儴
儰
儰
儰

大根支部

折
り
紙
教
室

大
根
支
部
は


日
、
大
根
支
所
で
折

り
紙
教
室
を
開
い

た
。
手
芸
を
得
意
と

す
る
目
的
別
趣
味
グ
ル
ー
プ

「
す
ず
し
ろ
の
会
」
の
メ
ン

バ
ー
が
講
師
を
務
め
た
。

参
加
し
た
部
員
ら

人

は
、
３
枚
の
折
り
紙
で
作
っ

た
パ
ー
ツ
を
組
み
合
わ
せ
る

「
こ
ま
」
作
り
に
挑
戦
。
講

師
に
折
り
方
を
教
わ
っ
た

後
、
好
き
な
色
の
折
り
紙
を

選
ん
で
一
つ
一
つ

丁
寧
に
作
り
上
げ

た
。
そ
の
他
、
チ

ラ
シ
や
カ
レ
ン
ダ

ー
な
ど
で
作
る

「
小
物
入
れ
」
も

教
わ
っ
た
。

儴儰儰儰儰儰儰儰儰儰

儴
儰
儰
儰

儴儰儰儰儰儰儰儰儰儰

儴
儰
儰
儰

女性部は９月日、第回秦野たばこ祭の「たばこ音頭パ

レード」に参加した。部員人が、秦野市レクリエーション

協会の会員らと一緒に「秦野煙草音頭」を踊りながら、祭り

の大通りをパレード。沿道に詰めかけた多くの人の目を楽し

ませ、３年ぶりの祭りを盛り上げた。

色鮮やかな衣装で
たばこ音頭パレード
色鮮やかな衣装で
たばこ音頭パレード

息
を
合
わ
せ
て
「
秦
野
煙
草
音
頭
」
を
演
舞

同部は、毎年「たばこ音頭千

人パレード」に参加し、地域最

大の祭りを盛り上げていた。祭

りはコロナ禍で中止が続いてい

たが、３年ぶりの開催が決定。

パレードは人数が例年の１割以

下に制限され、各支部の有志が

参加した。

部員は、色鮮やかな踊り手の

衣装を着て、隊列を組み市役所

を出発。「秦野煙草音頭」の音

楽に合わせて演舞しながら、水

無川沿いや目抜き通りを練り歩

いた。パレードコースは見物や

写真撮影に訪れた多くの人でに

ぎわった。

３年ぶりの祭り盛り上げ

１日（火） 13：30～ＪＡ女性部長・事務局会議
２日（水） 13：30～本部役員会
６日（日） ：～第２回フレッシュミズ講座
13日（日） 10：00～女性部バザー
14日（月） ８：30～西支部「支部旅行」
日（火） ８：30～南支部「支部旅行」

〃 ９：～北支部「消しゴムはんこ作り」
日（月） ：～北支部「ミカン狩り」
22日（火） ９：30～令和４年度食を学ぶ研修会

〃 ：30～東支部「ぶどうのアクセサリー
作り」

25日（金） ８：～第３回歩こう会
〃 13：30～南支部「花の寄せ植え」

※新型コロナウイルス感染症の影響により、予定が変
更になる場合があります。お問い合わせは生活福祉
課まで。☎－7661

月の女性部行事予定表月の女性部行事予定表

私
が
女
性
部
に
加
入
し
た
頃
の
班
は
、
時
代
の
流

れ
や
高
齢
化
で
解
散
の
危
機
に
直
面
し
て
い
ま
し

た
。
そ
れ
で
も
み
ん
な
で
集
ま
っ
て
話
し
合
い
、
合

併
し
て
一
班
で
活
動
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今

で
は
３
人
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
ま
で

は
７
人
で
食
事
に
行
っ
た
り
、
シ
バ
ザ
ク
ラ
を
見
に

行
っ
た
り
、
部
員
宅
で
花
見
を
し
た
り
と
楽
し
い
時

間
を
続
け
、
交
流
を
深
め
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
支

部
活
動
や
本
部
の
活
動
に
も
参
加
し
、
有
意
義
な
時

間
を
共
有
し
て
き
ま
し
た
。

女
性
部
活
動
で
得
ら
れ
た
つ
な
が
り
は
、
他
に
代

え
難
い
も
の
が
あ
り
、
何
歳
に
な
っ
て
も
元
気
で
明

る
い
皆
さ
ん
と
続
け
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。
今

は
コ
ロ
ナ
禍
な
ど
で
気
持
ち
も
沈
み
が
ち
で
す
が
、

こ
れ
か
ら
も
積
極
的
に
活
動
し
、
仲
間
と
の
絆
を
深

め
て
元
気
を
頂
き
、
知
識
や
感
動
を
求
め
て
心
と
頭

を
充
電
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

東支部
才玉班

小泉
こ い ず み

裕子
ゆ う こ

さん

年度女性部座談会日程表
下記の日程で女性部座談会を開催します。

多くの部員の出席をお願いします。

月日(月)

月日(火)

月日(水)

月１日(木)

月２日(金)

９：～：

会 場

鶴巻支店（大根）

南支所（南）

北矢名東部自治会館(大根)

名古木会館（東）

落合会館（東）

大根支所（大根）

西支所（西）

西大竹会館（南）

：～：

会 場

蓑毛下会館（東）

西支所（西）

上支所（上）

本町支所（本町）

北支所（北）

東支所（東）

三屋会館（北）

菩提上会館（北）

南平会館（大根）

講師㊥に折り方を教わ
る部員

生
ご
み
減
量
法
学
ぶ

女
性
部
と

女
性
理
事

堆
肥
作
り
で
研
修
会

段ボールコンポスト作りに挑戦する部員ら

お
い
し
い
調
理
法
学
ぶ
ク
ッ
キ
ン
グ

フ
ェ
ス

タ
講師から調理方法を学んだ

転倒予防について学んだ健康講話

Ｊ Ａ は だ の 女性部 第号（） 年(令和４年)月日(水曜日)



亄亀亁亀亁亀亁亀亁亀亁亀亁亀亁亀亁亀亁亀亁亀亁亀亁亀亁亀亁亀亁亀亁亀亁亀亁亀亁亀亁亀亁亀亁亀亁亀亁亀亁亀亁亀亁亀亁亀亁亀亁亀亁亀亁亀亁亀亁亀亁亀亁亀亁亀亁亀亁亀亁亀亁亀亁亀亁亀亁亀亁亀亁亀亁亀亁亀亁亀亁亀亁亀亁亀亁亀亁亀亁亀亁亀亁亀亁亀亁亀亁亀亁亀亁亀亁亀亁亀亁亀亁亀亁亀亁亀亁亀亁亀亁亀亁亀亁

亄
亀
亁
亀
亁
亀
亁
亀
亁
亀
亁
亀
亁
亀
亁
亀
亁
亀
亁
亀
亁
亀
亁
亀
亁
亀
亁
亀
亁
亀
亁
亀
亁
亀
亁
亀
亁
亀
亁
亀
亁
亀
亁
亀
亁
亀
亁
亀
亁
亀
亁
亀
亁
亀
亁
亀
亁
亀
亁
亀
亁
亀
亁
亀
亁
亀
亁
亀
亁
亀
亁
亀
亁
亀
亁
亀
亁
亀
亁
亀
亁
亀
亁
亀
亁
亀
亁
亀
亁
亀
亁
亀
亁
亀
亁
亀
亁
亀
亁
亀
亁
亀
亁
亀
亁
亀
亁
亀
亁
亀
亁
亀
亁
亀
亁
亀
亁
亀
亁
亀
亁
亀
亁
亀
亁
亀
亁
亀
亁
亀
亁
亀
亁
亀
亁
亀

亀亁亀亁亀亁亀亁亀亁亀亁亀亁亀亁亀亁亀亁亀亁亀亁亀亁亀亁亀亁亀亁亀亁亀亁亀亁亀亁亀亁亀亁亀亁亀亁亀亁亀亁亀亁亀亁亀亁亀亁亀亁亀亁亀亁亀亁亀亁亀亁亀亁亀亁亀亁亀亁亀亁亀亁亀亁亀亁亀亁亀亁亀亁亀亁亀亁亀亁亀亁亀亁亀亁亀亁亀亁亀亁亀亁亀亁亀亁亀亁亀亁亀亁亀亁亀亁亀亁亀亁亀亁亀亁亀亁亀亁亀亁亀亁亀亁

儴儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰

儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰

俤俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠

俤
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠

俤俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠

俤
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠

４
品
の
調
理
方
法
を
学
ん

だ
。

疫
力
を
高
め

る
こ
と
の
重

要
性
を
伝
え

た
。参

加

者

は
、
講
師
が

考

案

し

た

「
体
げ
ん
き

食
」
の
調
理

を
見
学
。
発

酵
食
品
を
使

い
、
食
物
繊

維
も
豊
富
に

含
ん
だ
「
鶏

肉
の
み
そ
ヨ

ー
グ
ル
ト
焼

き
」
や
「
き
の
こ
の
塩
蒸
し

ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
和
え
」
な
ど

い
た
め
、
腸
内
環
境
を
改
善

す
る
食
材
を
摂
取
し
て
、
免

げ
ん
き
食
で

免
疫
力
高
め

Ｊ
Ａ
は
だ
の
は
９
月


日
、
本
所
で｢

体
げ
ん
き
食｣

の
講
習
会
を
開
い
た
。
参
加

し
た

人
が
、
免
疫
力
を
高

め
る
た
め
に
必
要
な
栄
養
素

な
ど
を
学
ん
だ
。

講
習
会
は
、
栄
養
士
の
資

格
を
持
つ
女
性
部
員
で
構
成

す
る
目
的
別
趣
味
グ
ル
ー
プ

「
オ
リ
ー
ブ
の
会
」
の
４
人

が
講
師
を
務
め
た
。
「
腸
活

と
免
疫
力
ア
ッ
プ
！
」
と
題

し
て
講
義
。
季
節
の
変
わ
り

目
は
自
律
神
経
が
乱
れ
や
す

参
加
者
の
鈴
木
す
み
子
さ

ん
は
「
孫
た
ち
に
土
に
触
れ

る
体
験
を
さ
せ
た
く
て
参
加

し
た
。
近
所
で
体
験
で
き
て

う
れ
し
い
」
と
笑
顔
を
見
せ

た
。岩

田
賀
津
美
委
員
長
は

「
中
止
が
続
い
て
い
た
が
２

年
ぶ
り
に
開
催
で
き
、
多
く

の
人
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
て

良
か
っ
た
」
と
話
し
た
。

ポ
ー
ト
。
保
存
方
法
や
お
薦

め
の
食
べ
方
を
伝
え
な
が

ら
、
参
加
者
と
交
流
を
深
め

た
。

と
し
て
企
画
。
委
員
が
参
加

者

人
の
体
験
を
受
け
入
れ

た
。委

員
は
つ
る
を
切
っ
た

り
、
地
中
深
く
埋
ま
っ
た
サ

ツ
マ
イ
モ
を
シ
ャ
ベ
ル
で
掘

り
起
こ
た
り
し
て
体
験
を
サ

准
組
合
員
ら
に
地
域
農
業
や

Ｊ
Ａ
へ
の
理
解
を
深
め
て
も

ら
う
「
組
合
員
の
つ
ど
い
」

大
根
支
所
運
営
委
員
会
は

８
日
、
鶴
巻
の
畑
で
サ
ツ
マ

イ
モ
収
穫
体
験
を
開
い
た
。

が
よ
く
分
か
っ
た
。
常
に
意

識
し
て
自
分
に
で
き
る
こ
と

か
ら
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
」
と
感
想
を
話
し
た
。

受
講
者
は
「
相
互
扶
助
の

精
神
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
基
本

理
念
〝
誰
一
人
取
り
残
さ
な

い
〟
に
類
似
し
て
い
る
こ
と

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
指
す
世
界
が
同

じ
で
あ
る
こ
と
を
説
明
し
、

協
同
組
合
活
動
の
重
要
性
を

改
め
て
伝
え
た
。

て
学
ん
だ
。

（
一
社
）
日
本
協
同
組
合

連
携
機
構
の
阿
高
あ
や
主
任

研
究
員
が
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
協

同
組
合
」
と
題
し
て
講
義
し

た
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

の
目
標

や
課
題
の
他
、
協
同
組
合
の

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
に
つ

い
て
解
説
。
協
同
組
合
と
Ｓ

Ｊ
Ａ
は
だ
の
は
９
月


日
、
本
所
で
協
同
組
合
講
座

の
受
講
者
ら
を
対
象
に
共
通

講
義
を
開
い
た
。
持
続
可
能

な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
も

ら
お
う
と
企
画
約

人
が


Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
概
要
や
協
同
組

合
活
動
と
の
関
わ
り
に
つ
い

３
年
ぶ
り
の

プ
レ
ー
に
汗

バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
大
会

Ｊ
Ａ
は
だ
の
は
９
月


日
、
な
で
し
こ
運
動
広
場
で

「
第

回
Ｊ
Ａ
は
だ
の
タ
ー

ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
大

会
」
を
開
い
た
。
コ
ロ
ナ
禍

で
３
年
ぶ
り
と
な
っ
た
大
会

に
、
組
合
員
ら
１
０
０
人
が

参
加
し
た
。

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の

羽
根
を
付
け
た
独
特

な
専
用
ボ
ー
ル
を
使

う
競
技
で
、
参
加
者

は
交
流
を
深
め
な
が

ら

ホ
ー
ル
を
回
っ

た
。
男
性
は
堀
西
の

市
瀬
勝
夫
さ
ん
、
女

性
は
堀
山
下
の
北
村

サ
ナ
エ
さ
ん
が
優
勝

し
た
。

る
た
め
の
取
り
組
み
の
一
つ

と
し
て
理
解
し
て
も
ら
い
、

関
心
を
持
っ
て
く
れ
た
ら
う

れ
し
い
」
と
話
し
た
。

組
合
員
講
座
の
受
講
者
９

人
は

日
、
平
沢
の
体
験
型

農
園
「
名
水
湧
く
湧
く
（
わ

く
わ
く
）
農
園
」
を
視
察
し

た
。
市
内
唯
一
の
体
験
型
農

園
を
見
学
し
、
農
地
の
有
効

活
用
事
例
を
学
ぶ
こ
と
が
目

的
。
園
主
の
和
田
礼
子
さ
ん

か
ら
、
開
園
ま
で
の
経
緯
や

運
営
方
法
な
ど
の
説
明
を
受

け
た
。

和
田
さ
ん
は
、
同
園
が
生

産
緑
地
を
活
用
し
た
取
り
組

み
で
あ
る
こ
と
や
市
民
農
園

と
の
違
い
な
ど
を
説
明
し

た
。
農
薬
を
な
る
べ
く
使
わ

ず
、
人
に
も
自
然
に
も
優
し

い
農
業
を
目
指
し
て
い
る
こ

と
を
伝
え
た
。

和
田
さ
ん
は
「
農
地
を
守

日
、
戸
川
の
と
き
の
家
で
尿

失
禁
を
テ
ー
マ
に
健
康
教
室

を
開
い
た
。
組
合
員
ら

人

が
参
加
し
た
。

相
模
原
協
同
病
院
の
看
護

師
が
、
尿
失
禁
の
起
こ
り
や

す
い
タ
イ
ミ
ン
グ
や
原
因
の

他
、
骨
盤
底
筋
を
鍛
え
る
方

法
を
説
明
。
尿
取
り
パ
ッ
ド

の
実
物
を
見
せ
て
、
種
類
や

使
い
方
を
解
説
し
た
。

山
田
文
夫
生
産
組
合
長
は

「
尿
に
関
す
る
こ
と
は
人
に

話
し
に
く
い
が
、
み
ん
な
で

受
講
す
る
こ
と
で
話
題
に
出

し
や
す
く
な
る
。
地
域
で
何

で
も
相
談
で
き
る
関
係
を

築
き
上
げ
て
い
け
る
の
で
、

今
後
も
生
産
組
合
で
継
続
的

に
開
催
し
て
い
き
た
い
」
と

話
し
た
。

尿
失
禁
テ
ー
マ
に

生
産
組
合
が
教
室

戸
川
西

戸
川
西
生
産
組
合
は


女
性
部
協
力

子
育
て
支
援

ま
ま
メ
ー
ト
ク
ラ
ブ

Ｊ
Ａ
は
だ
の
は

日
、
子

育
て
支
援
活
動
「
ま
ま
メ
ー

ト
ク
ラ
ブ
」
を
行
っ
た
。
市

内
在
住
の
未
就
学
児
と
そ
の

親
７
組

人
が
参
加
し
、
柳

川
の
畑
で
サ
ツ
マ
イ
モ
の
収

穫
を
体
験
し
た
。

女
性
部
の
熊
澤
淳
子
顧
問

が
体
験
に
協
力
し
た
。
参
加

者
は
熊
澤
顧
問
の
畑
で｢

鳴

門
金
時
」
と｢

べ
に
は
る
か｣

の
２
品
種
を
収
穫
。
親
子
で

協
力
し
な
が
ら
サ
ツ
マ
イ
モ

を
掘
り
起
こ
し
た
。

同
部
目
的
別
趣
味
グ
ル
ー

プ
「
オ
リ
ー
ブ
の
会
」
の
メ

ン
バ
ー
も
協
力
。
お
や
つ
に

｢

サ
ツ
マ
イ
モ
の
蒸
し
パ
ン｣

を

配

っ

た

他
、
サ
ツ
マ

イ
モ
に
含
ま

れ
る
栄
養
素

や
、
品
種
ご

と
に
合
っ
た

調
理
方
法
な

ど
を
説
明
し

た
。

市
内
で
地
域
お
こ
し
に
取
り
組
む

エ
ン
タ
メ
型
地
域
活
性
化
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
「
コ
コ
ハ
ダ
Ｌ
Ａ
Ｂ
」
が
、

秦
野
駅
の
改
札
階
に
カ
フ
ェ
＆
バ
ル

「
Ｎ
ａ
ｔ
ｕ
ｒ
ｅ

Ａ
ｃ
ｔ
ｉ
ｖ
ｉ

ｔ
ｙ

Ｂ
ａ
ｓ
ｅ

Ｔ
Ａ
Ｎ
Ｚ
Ａ
Ｗ

Ａ
Ｂ
Ｉ
Ｙ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
（
丹
沢
日
和
）
」

を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
た
。
駅
で
地
域
の

魅
力
や
文
化
を
発
信
す
る
小
田
急
電

鉄
㈱
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
Ｍ
ｅ
ｅ
ｔ

ｓ

ａ
ｔ

Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
Ｓ
！
」

の
第
１
弾
と
し
て
協
力
。
秦
野
産
の

茶
や
小
麦
、
米
な
ど
を
使
っ
た
商
品

を
販
売
し
、
駅
の
利
用
者
ら
に
お
い

し
さ
を
広
く
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
。

同
駅
は
、
表
丹
沢
の
玄
関
口
と
し

て
、
県
内
外
か
ら
訪
れ
る
多
く
の
登

山
客
や
ハ
イ
カ
ー
が
利
用
す
る
。
同

社
は
観
光
客
ら
が
利
用
で
き
る｢

ネ

イ
チ
ャ
ー
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
」
の
拠

点
づ
く
り
を
「
コ
コ
ハ
ダ
Ｌ
Ａ
Ｂ
」

に
依
頼
。
共
同
企
画
と
し
て
、
２
０

２
３
年
３
月

日
ま
で
の
期
間
限
定

で
開
店
し
た
。

同
店
は
、
菩
提
の
高
梨
茶
園
の
煎

茶
や
ほ
う
じ
茶
、
和
紅
茶
を
使
っ
た

飲
み
物
を
用
意
。
若
者
か
ら
の
人
気

を
狙
い
、
ミ
ル
ク
や
タ
ピ
オ
カ
な
ど

も
ト
ッ
ピ
ン
グ
で
き
る
よ
う
に
し

た
。
茶
の
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
や
、
秦

野
産
ミ
カ
ン
の
ジ
ュ
ー
ス
も
提
供
。

店
内
に
は
イ
ー
ト
イ
ン
ス
ペ
ー
ス
を

設
け
、
木
や
緑
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
山

小
屋
風
の
く
つ
ろ
げ
る
空
間
を
演
出

す
る
。

地
場
産
農
産
物
や
、
地
元
の
ジ
ビ

エ
を
活
用
し
た
軽
食
の
他
、
市
内
の

商
業
者
と
も
連
携
し
て
、
秦
野
産
小

麦
を
使
用
し
た
パ
ン
や
焼
き
菓
子
、

秦
野
産
米
の
お
に
ぎ
り
な
ど
も
販
売

す
る
。
観
光
客
に
秦
野
産
の
お
い
し

さ
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
、
市
民
が
地
元
の
魅
力
を
再
発
見

で
き
る
場
と
し
て
の
役
割
も
担
う
。

上
村
直
也
店
長
は
「
表
丹
沢
の
玄

関
口
で
あ
る
、
秦
野
の
魅
力
を
詰
め

込
ん
だ
店
舗
に
な
っ
て
い
る
。
多
く

の
人
に
秦
野
産
の
食
材
の
素
晴
ら
し

さ
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
話
し

た
。

柳
町
に
新
た
に
オ
ー
プ
ン
し
た
ピ

ザ
店
「
ピ
ザ
ダ
イ
ナ
ー

ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
フ
ラ
ワ
ー
」
が
人
気
を
集
め
て

い
る
。
店
主
の
片
野
拓
実
さ
ん
は
地

場
産
に
こ
だ
わ
り
、
ピ
ザ
の
生
地
に

秦
野
産
の
小
麦
「
ゆ
め
か
お
り
」
を

使
用
。
具
材
に
も
地
場
産
野
菜
を
積

極
的
に
取
り
入
れ
る
な
ど
、
秦
野
産

の
お
い
し
さ
を
詰
め
込
ん
だ
ピ
ザ
を

提
供
し
て
い
る
。

同
店
は
、
メ
ニ
ュ
ー
に
あ
る

種

類
以
上
の
ピ
ザ
全
て
に
秦
野
産
の

「
ゆ
め
か
お
り
」
を
使
っ
て
い
る
。

片
野
さ
ん
は
、
香
り
豊
か
で
吸
水
性

が
高
い
「
ゆ
め
か
お
り
」
の
特
性
を

生
か
し
、
も
ち
も
ち
と
し
た
食
感
で

小
麦
の
風
味
が
楽
し
め
る
ピ
ザ
を
作

る
。
「
で
き
る
だ
け
地
元
産
を
使
い

た
い
」
と
い
う
思
い
か
ら
、
野
菜
も

じ
ば
さ
ん
ず
や
近
隣
の
農
家
の
直
売

所
な
ど
か
ら
仕
入
れ
る
。

片
野
さ
ん
が
地
元
で
あ
る
秦
野
で

ピ
ザ
店
を
始
め
た
理
由
は
、
生
地
作

り
に
欠
か
せ
な
い
小
麦
と
水
の
質
の

良
さ
だ
。
小
麦
は
市
の
「
秦
野
優
良

農
産
物
等｣

に
登
録
さ
れ
て
い
る
他


水
は
環
境
省
の
名
水
百
選
に
選
ば
れ

て
い
る
。
さ
ら
に
、
同
店
は
登
山
客

が
多
く
利
用
す
る
渋
沢
駅
に
近
い
た

め
「
登
山
帰
り
に
秦
野
小
麦
の
ピ
ザ

を
食
べ
て
ほ
し
い
」
と
、
秦
野
の
魅

力
発
信
地
と
し
て
も
一
役
買
う
。

片
野
さ
ん
は
「
自
分
自
身
も
登
山

が
趣
味
な
の
で
、
山
登
り
で
訪
れ
た

人
に
秦
野
産
の
お
い
し
さ
を
知
っ
て

も
ら
え
た
ら
う
れ
し
い
。
地
域
の
方

も
気
軽
に
食
べ
に
来
て
も
ら
え
れ

ば
」
と
笑
顔
を
見
せ
た
。

菩
提
の
農
業
生
産
法
人
㈱
大
地
が

生
産
す
る
大
豆
が
、
生
活
協
同
組
合

パ
ル
シ
ス
テ
ム
神
奈
川
の
「
つ
な
が

る
ひ
ろ
が
る
ゆ
め
納
豆
」
と
し
て
商

品
化
し
た
。
原
料
と
し
て
提
供
し
た

「
津
久
井
在
来
大
豆
」
を
、
川
崎
市

の
納
豆
製
造
メ
ー
カ
ー
㈱
カ
ジ
ノ
ヤ

と
生
協
組
合
員
が
栽
培
し
た
大
豆
と

合
わ
せ
て
加
工
し
た
も
の
。
農
業
者

と
消
費
者
ら
が
連
携
し
、
地
産
地
消

の
輪
が
広
が
っ
て
い
る
。

生
協
組
合
員
と
㈱
カ
ジ
ノ
ヤ
は
、

２
０
１
４
年
か
ら
連
携
し
て
大
豆
栽

培
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
収
穫
し
た

「
津
久
井
在
来
大
豆
」
で
製
造
し
た

納
豆
を
販
売
し
て
い
た
が
、
収
量
が

安
定
し
て
確
保
で
き
な
い
こ
と
が
課

題
と
な
っ
て
い
た
。
よ
り
多
く
の
組

合
員
に
納
豆
を
届
け
よ
う
と
、
交
流

の
あ
っ
た
㈱
大
地
に
協
力
を
依
頼

し
、
商
品
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
。

｢

つ
な
が
る
ひ
ろ
が
る
ゆ
め
納
豆｣

は
「
津
久
井
在
来
大
豆
」
だ
け
を
使

っ
て
い
る
た
め
、
味
が
濃
厚
で
う
ま

み
が
あ
り
、
粒
が
大
き
く
し
っ
か
り

し
て
い
る
こ
と
が
特
徴
。

月
中
旬

に
初
回
分
を
販
売
し
、

月
に
も
生

協
組
合
員
か
ら
の
注
文
を
受
け
付
け

て
販
売
す
る
予
定
だ
。

商
品
の
発
売
前
に
は
、
生
協
の
理

事
が
菩
提
の
畑
を
訪
れ
、
栽
培
中
の

大
豆
を
見
学
し
な
が
ら
㈱
大
地
の
小

泉
達
雄
代
表
か
ら
栽
培
方
法
な
ど
の

説
明
を
受
け
た
。
㈱
カ
ジ
ノ
ヤ
の
社

員
も
参
加
し
、
納
豆
の
歴
史
や
作
り

方
を
説
明
し
な
が
ら
、
互
い
に
交
流

を
深
め
た
。

小
泉
代
表
は
「
食
や
農
に
関
わ
る

活
動
を
し
て
い
る
生
協
と
今
後
も
連

携
し
て
地
産
地
消
を
進
め
て
い
き
た

い
。
生
協
の
組
合
員
は
子
育
て
世
代

も
多
い
の
で
、
子
ど
も
た
ち
に
地
元

の
大
豆
で
作
っ
た
納
豆
を
味
わ
っ
て

ほ
し
い
」
と
熱
意
を
見
せ
る
。

市
内
で
農
業
と
商
業
が
連
携
し


秦
野
の
魅
力
あ
ふ
れ
る
店
舗
の
オ
ー

プ
ン
や
、
秦
野
産
農
産
物
を
使
っ
た

新
た
な
商
品
が
注
目
を
集
め
て
い
る
幅
広
い
世
代
に


さ
ま
ざ
ま
な
形
で
秦
野
の
農
産
物
を
Ｐ
Ｒ
。
地
域
活
性

化
や
地
産
地
消
の
加
速
に
期
待
が
か
か
る
。

ＪＡはだののジェラート店「 

（サンズジェラート）」に、秋の味覚

が登場した。野菜の甘味を生かしたサツマ

イモやカボチャなど、秋の味わいをライン

アップ。幅広い世代に秦野の農産物の魅力

を伝えている。

同店のメニューは、季節ごとに旬の秦野

産を使ったジェラートなど種類を用意し

ている。今後はミカンや新米の「はるみ」

を使ったジェラートも販売する予定だ。

同店は、インスタグラムにその日のメニ

ューを毎日掲載している。季節

ごとに新メニューの登場時や、

お薦めジェラートも紹介してい

るので、左記のＱＲコードから

ぜひフォローを。

「つながるひろがるゆめ納豆」を手にする
小泉代表

秦
野
産
を
使
っ
た
サ
ツ
マ
イ
モ
ジ
ェ
ラ
ー
ト

地域活性化や
地産地消に期待も

原
料
秦
野
産
に
こ
だ
わ
る

片野さんが作る秦野産小麦のピザ

とと がが

上村店長が薦める秦野産茶のタピオカミル
ク煎茶

駅
で
お
い
し
さ
発
信

登
山
客
ら
に
茶
な
ど
Ｐ
Ｒ

も
ち
も
ち
食
感
ピ
ザ

小
麦｢

ゆ
め
か
お
り｣

使
う

生
協
が
納
豆
を
販
売

粒
が
し
っ
か
り
濃
厚
な
味

秋の味も

西
田
原
の
―
五
味
渕

ご

み

ぶ

ち

ヨ
シ
さ
ん(

77)

№471西
田
原
で
「
美
容
室
よ

し
こ
」
を
営
む
五
味
渕
ヨ

シ
さ
ん
。
栃
木
県
で
生
ま

れ
育
ち
、
美
容
師
を
目
指

し
て
中
学
卒
業
後
に
東
京

都
の
美
容
学
校
に
入
学
し

た
。
そ
の
後
は
渋
谷
区
の

美
容
室
に
就
職
。
経
験
を

積
む
中
で
、
仕
事
の
大
変

さ
や
や
り
が
い
を
実
感
し

た
。

歳
で
の
結
婚
を
機

に
秦
野
市
に
移
住
し
、
１

９
８
２
年
に
同
店
を
オ
ー

プ
ン
。
開
業
当
初
か
ら
の

常
連
客
も
多
く
、
市
外
か

ら
の
利
用
客
も
訪
れ
る
。



仕
事
内
容
は
？

髪
の
カ
ッ
ト
や
セ
ッ

ト
、
パ
ー
マ
な
ど
は
も
ち

ろ
ん
、
着
付
け
も
し
て
い

ま
す
。
お
客
さ
ま
一
人
一

人
の
要
望
に
応
え
、
満
足

い
た
だ
け
る
よ
う
な
接
客

に
努
め
て
い
ま
す
。



心
が
け
て
い
る
こ

と
は
？

店
の
雰
囲
気
を
良
く
し

て
、
お
客
さ
ま
に
と
っ
て

居
心
地
の
良
い
店
づ
く
り

を
心
が
け
て
い
ま
す
｢

た

く
さ
ん
美
容
室
が
あ
る
け

ど
こ
の
お
店
が
一
番
ね｣

と
言
っ
て
い
た
だ
け
る
の

が
う
れ
し
い
で
す
。



趣
味
は
？

ド
ラ
イ
ブ
や
旅
行
で

す
。
近
所
に
住
ん
で
い
る

娘
家
族
が
誘
っ
て
く
れ
る

の
で
、
よ
く
出
か
け
て
い

ま
す
。
最
近
は
箱
根
町
や

川
越
市
に
行
き
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
前
に
何
度
か
訪
れ

て
い
た
ハ
ワ
イ
に
も
ま
た

行
き
た
い
な
と
思
っ
て
い

ま
す
。



今
後
の
展
望
は
？

秦
野
に
移
住
し
た
当
時

は
う
れ
し
さ
と
不
安
が
交

差
す
る
毎
日
で
し
た
が
、

な
ん
と
か
今
ま
で
続
け
て

き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

長
年
通
っ
て
く
だ
さ
る
お

客
さ
ま
や
家
族
の
た
め
に

も
、
元
気
に
過
ご
し
て
い

き
た
い
で
す
。

居心地の良い店に

サ
ツ
マ
イ
モ
掘
り
を
体
験
す
る
親
子

園
主
の
和
田
さ
ん
㊨
が
園
の
運

営
を
説
明

ボ
ー
ル
を
打
ち
出
す
参
加
者

免疫力を高めるメニューの調理を見学

尿
失
禁
を
学
ん
だ
健
康
教
室

講座で共通講義

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と

協
同
活
動
学
ぶ

サ
ツ
マ
イ
モ
収
穫
を
体
験

地
域
農
業
に
理
解
を

大
根
支
所
運
営
委
が
つ
ど
い

委員㊨のサポートで収穫

農地有効活用へ
体験型農園視察

組合員講座の受講者

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い
て
解
説
す
る
講
師

健
康
な
体
づ
く
り
を
考
え
る

Ｊ Ａ は だ の 年(令和４年)月日(水曜日) （）第号 総　合（）
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习
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乡
乢
习
乡
乢
习
乡
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乡
乢
习
乡
乢
习
乡
乢
习

儵儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰

儵
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰

儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰

お
問
い
合
わ
せ
は
企
画
課

ま
で
。
☎

－
７
８
４
４

じ
ば
さ
ん
ず
の

ス
タ
ッ
フ
募
集

じ
ば
さ
ん
ず
は
、
パ
ー
ト

・
ア
ル
バ
イ
ト
ス
タ
ッ
フ
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
働
き
や

す
い
職
場
で
す
の
で
、
お
気

軽
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

◎
業
務
内
容

レ
ジ
お
よ

び
品
出
し
な
ど

◎
時
給

１
０
９
０
円

◎
時
間

午
前
８
時
～
午

後
７
時

※
時
間
内
で
シ
フ

ト
制◎

待
遇

社
会
保
険
完
備

・
交
通
費
規
定
支
給
・
車
通

勤
可
な
ど

お
問
い
合
わ
せ
は
、
じ
ば

さ
ん
ず
ま
で
。
☎

－
７
７

０
７

の
作
品
展
も
同
時
に
開
き
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り

く
だ
さ
い
。

◎
日
時


月

日(

日)

午
前

時
～
午
後
３
時

◎
場
所

本
所
３
階

虹

の
間
（
バ
ザ
ー
）
・
百
合
の

間
（
作
品
展
）

◎
内
容

女
性
部
員
が
提

供
し
た
品
物
の
販
売
▽
日
用

品
（
せ
っ
け
ん
、
タ
オ
ル
、

洗
剤
な
ど
）
▽
雑
貨
（
台
所

用
品
、
陶
磁
器
文
具
な
ど)

▽
食
料
品
（
油
し
ょ
う
ゆ


お
茶
な
ど
）
▽
衣
料
品
（
新

品
衣
類
、
Ｔ
シ
ャ
ツ
、
靴
下

な
ど
）
▽
子
ど
も
用
品

お
問
い
合
わ
せ
は
生
活
福

祉
課
ま
で
。
☎

－
７
６
６

１
協

同

組

合

フ
ェ
ス
タ
を
開
催

協
同
組
合
を
市
民
に
広
く

知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
「
市

民
の
日

協
同
組
合
フ
ェ
ス

タ
」
を
開
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

来
場
く
だ
さ
い
。

◎
日
時


月
３
日
（
木

・
祝
日
）
午
前

時
～
午
後

３
時◎

場
所

秦
野
市
カ
ル
チ

ャ
ー
パ
ー
ク
第
３
駐
車
場

（
メ
タ
ッ
ク
ス
体
育
館
は
だ

の
前
）

◎
内
容

野
菜
や
果
物
の

販
売
、
地
域
特
産
物
連
絡
会

の
漬
物
販
売
、
生
活
協
同
組

合
パ
ル
シ
ス
テ
ム
神
奈
川
や

ユ
ー
コ
ー
プ
の
商
品
Ｐ
Ｒ
な

ど
◎
そ
の
他

同
日
午
後
０

時

分
に
水
無
川
沿
い
で
行

わ
れ
る
消
防
パ
レ
ー
ド
に

は
、
ぴ
ー
な
マ
ン
が
参
加
す

る
予
定
で
す
。

で
、
生
産
緑
地
と
し
て
取
得

を
希
望
す
る
方
は
、
市
農
業

委
員
会
事
務
局
農
地
利
用
担

当
へ
ご
連
絡
を
。
☎

－
９

６
５
４

農
業
者
年
金
に

加
入
し
ま
し
ょ
う

農
業
者
年
金
は
、
農
業
の

担
い
手
の
た
め
の
公
的
年
金

制
度
で
す
。
原
則

歳
か
ら

一
生
涯
、
受
け
取
れ
る
終
身

年
金
で
す
。
支
払
っ
た
掛
け

金
の
全
額
が
社
会
保
険
料
控

除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
次

の
要
件
を
満
た
す
方
な
ら
ど

な
た
で
も
加
入
で
き
ま
す
。

◎

歳
未
満
の
方

◎
年
間

日
以
上
農
業
に

従
事
し
て
い
る
方

◎
国
民
年
金
第
１
号
被
保

険
者
（
国
民
年
金
保
険
料
納

付
免
除
者
を
除
く
）

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合

わ
せ
は
、
は
だ
の
都
市
農
業

支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で
。
☎


－
７
８
０
０

女

性

部

の

バ
ザ
ー
に
来
場
を

女
性
部
が
、
３
年
ぶ
り
に

バ
ザ
ー
を
開
催
し
ま
す
。
た

く
さ
ん
の
品
物
を
ご
用
意
し

ま
す
の
で
、
ど
な
た
で
も
お

気
軽
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
女
性
部
員
が
手
作
り

し
た
手
芸
品
や
絵
手
紙
な
ど

ど
を
考
慮
し
て
く
だ
さ
い
。

野
焼
き
は
秦
野
市
火
災
予

防
条
例
第

条
の
規
定
に
該

当
す
る
た
め
、
実
施
す
る
３

日
前
ま
で
に
、
最
寄
り
の
消

防
署
ま
た
は
分
署
に
届
出
し

て
く
だ
さ
い
。
消
火
用
具
を

用
意
し
、
焼
却
中
は
火
元
か

ら
離
れ
ず
、
終
了
後
は
確
実

な
消
火
を
お
願
い
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
市
生
活

環
境
課
☎

－
６
０
３
７
、

ま
た
は
市
消
防
署
消
防
管
理

課
☎

－
７
９
９
１
ま
で
。

生
産
緑
地
地
区
の
取
得

あ
っ
せ
ん
に
つ
い
て

秦
野
市
か
ら
生
産
緑
地
法

第

条
に
基
づ
き
、
次
の
土

地
に
つ
い
て
生
産
緑
地
の
あ

っ
せ
ん
依
頼
が
あ
り
ま
し

た
。
農
業
に
従
事
さ
れ
る
方

野
焼
き
の
際
は

注
意･

配
慮
を

屋
外
で
の
焼
却(

野
焼
き)

は
「
神
奈
川
県
生
活
環
境
の

保
全
等
に
関
す
る
条
例
」
で

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ

し
、
農
林
業
者
が
行
う
野
焼

き
は
、
自
己
の
農
業
・
林
業

の
作
業
に
伴
い
行
う
焼
却

で
、
軽
微
な
も
の
に
限
り
、

例
外
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

｢

洗
濯
物
に
臭
い
が
付
く｣

「
煙
で
喉
が
痛
い
」
「
窓
が

開
け
ら
れ
な
い
」
な
ど
の
健

康
被
害
を
含
む
苦
情
と
相
談

が
市
に
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。
特
に
住
宅
地
付
近
で

の
野
焼
き
は
細
心
の
注
意
が

必
要
で
す
。
一
度
に
焼
却
す

る
量
、
時
間
帯
、
風
向
き
な

農
産
加
工
の

相
談
会
開
催

農
産
加
工
品
を
テ
ー
マ
に

し
た
相
談
会
で
す
。
お
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◎
日
時


月
８
日(

火)

午
前

時
～
午
後
４
時

◎
場
所

本
所
農
業
団
地

セ
ン
タ
ー
２
階

調
理
実
習

室
◎
内
容

午
前
は
県
農
業

技
術
セ
ン
タ
ー
の
職
員
が
、

食
品
の
保
存
期
間
を
延
ば
す

方
法
を
テ
ー
マ
に
、
殺
菌
方

法
や
包
装
資
材
の
選
び
方
に

つ
い
て
の
講
義
を
行
い
ま

す
。
午
後
は
、
個
別
の
相
談

を
お
受
け
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
生
活
福

祉
課
ま
で
。
☎

－
７
６
６

１

ま
で
。
☎

－
７
７
１
６

さ
わ
や
か
農
園

利
用
者
を
募
集

Ｊ
Ａ
は
だ
の
は
荒
廃
農
地

対
策
の
一
環
と
し
て
設
け
て

い
る｢

さ
わ
や
か
農
園｣

の
利

用
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◇
南
地
区

◎
場
所
・
面
積

今
泉
１

３
５
０
－
１
（
震
生
湖
の
近

く
）
・
３
２
０
平
方
㍍

※
区
画
変
更
は
で
き
ま
せ

ん
。◎

利
用
料

年
間
１
万
６

０
０
０
円

利
用
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
南
支
所
（
担
当･

古
谷)

ま
で
。
☎

－
０
２
６
８


月

日(
日)

は

Ａ
Ｔ
Ｍ
の
時
間
変
更


月

日
（
日
）
は
、
Ｊ

Ａ
バ
ン
ク
の
シ
ス
テ
ム
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
の
た
め
、
現
金
自

動
預
払
機
（
Ａ
Ｔ
Ｍ
）
の
取

り
扱
い
開
始
時
間
を
午
前
９

時
か
ら
に
変
更
し
ま
す
。
Ｊ

Ａ
バ
ン
ク
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー

ド
の
提
携
Ａ
Ｔ
Ｍ
（
セ
ブ
ン

銀
行
ロ
ー
ソ
ン
銀
行
な
ど)

の
取
り
扱
い
も
午
前
９
時
か

ら
に
変
更
と
な
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
ご

不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
信
用
課

【月のイベント】

新型コロナウイルス感染症対

策のため、入店の際はマスクの

着用と手指の消毒をお願いしま

す。

☆「おすすめ商品の特売」１日

（火）日（火）日（火）

産地間提携を結ぶＪＡの商品

など、お薦めの品を特別価格

で販売します。

☆「ユースマルシェ」５日(土)

青年部の若手農家が、新鮮な

野菜を対面販売します。

☆「旬の果物・野菜フェア」６

日（日）日（土）日(日)

旬の果物や野菜にスポットを

当て、店舗外の特設コーナー

で販売します。

☆「周年祭」日(土)日(日)

じばさんずはおかげさまで

周年を迎えます。2000円以上

お買い上げで生産者提供品を

プレゼント。

☆｢豚肉加工商品の日｣日(金)

㈱フリーデンが国産豚を使用

したお得な商品を販売しま

す。

☆「たまごの日」毎週月、金曜

日

店頭価格から％引き。「み

くるべたまご」は除きます。

☆「米の日」毎週水曜日

店頭価格から％引き。

☆「肉の日」毎週木曜日と日

（火）

店頭価格から５％引き。

◎月８日（火)は定休日です

※感染症の影響により、試食イ

ベントは休止しています。他

のイベントも変更になること

がありますので、ご了承くだ

さい。

出荷品目
ネギや観賞用

カボチャなど年

間品目以上

店舗外の売り場に並べる物

は私の名前で、店内に並べる

物は妻の栄子の名前で出荷し

ています。農薬の使用を極力

減らし、安全・安心にこだわ

っています。これからの時期

はネギが柔らかく甘味がある

のでお薦めです。鍋物などで

食べてみてください。

儴儰儰儰儰儰儰儰儰儰

儴
儰
儰
儰

儴儰儰儰儰儰儰儰儰儰

儴
儰
儰
儰

戸川の 木島
き じ ま

広行
ひ ろ ゆ き



場所

南矢名293番

南矢名294番

南矢名295番

南矢名299番

地目

畑

畑

畑

畑

面積
(平方㍍)

125

1130

816

1348

Ｊ Ａ は だ の第号 地域･情報 年(令和４年)月日(水曜日) （）
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倰
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儴儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰

儴
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰

儴儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰

儴
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰

▽
北
地
区
＝
相
原
正
幸

（
菩
提
）

▽
西
地
区
＝
大
沢
雄
一

（
渋
沢
）

※
自
己
申
告
で
す
の
で
、

該
当
の
方
は
誕
生
月
の
前
月

末
ま
で
に
各
支
所
・
支
店
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
末
永
く
お
元
気
で
お
過

ご
し
く
だ
さ
い
。


歳
以
上

▽
北
地
区
＝
久
保
寺
ヨ
シ

子
（
戸
川
）


歳(

米
寿)

▽
大
根
地
区
＝
佐
野
公
子

（
鶴
巻
）

▽
本
町
地
区
＝
栗
田
サ
ト

（
曽
屋
）
石
田
ト
ヨ(

曽
屋)

▽
西
地
区
＝
飯
田
す
み
子

（
春
日
町
）


歳(
喜
寿)

儴儰儰

儴
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰

儴儰儰

儴
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰

儴儰儰

儴
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰

儴儰儰

儴
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰

儴儰儰

儴
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰

儴儰儰

儴
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰

生
産
者
か
ら
１
品
目
に
つ
き

１
点
と
し
ま
す
。
た
だ
し
、

品
種
が
異
な
れ
ば
こ
の
限
り

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
搬
入
日
当
日
は
午
前
８

時

分
ま
で
に
最
寄
り
の
支

所
、
ま
た
は
同

時

分
ま

で
に
会
場
に
搬
入
し
て
く
だ

さ
い
。

▽
出
品
物
に
は
、
必
ず
出

品
票
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

▽
優
秀
賞
受
賞
の
各
類
最

上
位
者
（
６
人
）
に
は
、
高

品
質
な
農
産
物
で
あ
る
こ
と

を
Ｐ
Ｒ
し
て
も
ら
う
た
め
、

直
売
所
な
ど
へ
の
出
荷
の
際

に
貼
る
シ
ー
ル
を
お
渡
し
し

ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
市
農
業

振
興
課
ま
で
。
☎

－
９
６

２
６

業
者
が
自
ら
生
産
し
た
農
産

物
ま
た
は
加
工
品
で
、
同
一

午
前
９
時
～
※
じ
ば
さ
ん
ず

店
舗
入
り
口
付
近
で
販
売

▽
表
彰
式


月

日

（
日
）
午
前

時
～

◎
出
品

▽
出
品
物
は
、
市
内
の
農

分
▽
審
査


月

日(

木)

午
後
１
時
～

▽
一
般
公
開


月

日

(

金)

午
前
９
時
～
午
後
４
時

▽
即
売


月

日(

土)

◎
会
場

本
所
３
階

虹

の
間◎

日
程

▽
搬
入


月

日(

木)

午
前
８
時

分
～
同

時


農
産
物
の
生
産
意
欲
と
栽

培
技
術
の
向
上
、
優
良
品
種

の
普
及
を
目
的
に
、
第

回

秦
野
市
農
産
物
品
評
会
を
開

催
し
ま
す
。

る
予
定
。

今
年
の
特
選
標
語
は
上
の

３
点
。

を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
に

募
集
。
今
年
は

人
か
ら
１

８
４
点
の
応
募
が
あ
っ
た
。

入
選
し
た
作
品
は
、
来
年

の
Ｊ
Ａ
は
だ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル

カ
レ
ン
ダ
ー
の
他
、
農
作
業

安
全
運
動
の
看
板
に
掲
載
す

秋
期
農
作
業
安
全
運
動
の

一
環
と
し
て
、
７
月
に
機
関

紙
「
Ｊ
Ａ
は
だ
の
」
で
募
集

し
た
農
作
業
安
全
標
語
の
入

選
作
品
が
決
ま
っ
た
。

農
作
業
の
安
全
意
識
の
高

揚
と
、
農
業
労
災
保
険
加
入

つ
い
て

▽
高
額
貸
出
金
の
借
入
申

し
込
み
に
つ
い
て

【

月
理
事
会
議
案
】

▽
内
部
監
査
規
程
の
改
正

に
つ
い
て

▽
半
期
開
示
内
容
（
デ
ィ

ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
）
に
つ
い

て

▽
仮
決
算
基
準
の
改
正
に

つ
い
て

▽
組
合
員
教
育
対
策
委
員

会
へ
の
諮
問
に
つ
い
て

▽
国
お
よ
び
県
に
よ
る
肥

料
高
騰
対
策
事
業
の
対
応
に

９
月

日
、

月

日
に

理
事
会
を
開
催
し
、
次
の
こ

と
を
審
議
し
ま
し
た
。

【
９
月
理
事
会
議
案
】

▽
２
０
２
２
年
度
上
半
期

事
業
報
告
に
つ
い
て

少
な
い
塩
分
で
満
足
度
高
く

作
る
テ
ク
ニ
ッ
ク
で
、
唐
揚

げ
な
ど
の
定
番
料
理
も
通
常

よ
り
塩
分
を
３
～
５
割
カ
ッ

ト
で
き
る
。

定
価
１
６
５
０
円
（
税
込

み
）自

然
な
色
合
い
と

質
感
を
愉
し
め
る

は
じ
め
て
の

ナ
チ
ュ
ラ
ル

ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー

吉
本
博
美

著

生
花
の
美
し
い
色
合
い
と

姿
が
長
く
キ
ー
プ
で
き
る
、

ナ
チ
ュ
ラ
ル
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ

ー
の
作
り
方
。
著
者
が
自
身

の
教
室
だ
け
で
教
え
て
き

た
、
乾
燥
方
法
や
花
の
選
び

方
飾
り
方
を
丁
寧
に
解
説


１
２
３
品
種
の
図
鑑
付
き
で

好
み
の
花
が
選
び
や
す
い
。

定
価
１
８
７
０
円
（
税
込

み
）

有
元
葉
子
の
和
の
食
材

豆

有
元
葉
子

著

豆
好
き
で
あ
る
有
元
葉
子

さ
ん
が
作
り
続
け
て
い
る
豆

料
理
。
大
豆
や
黒
豆
な
ど
昔

か
ら
食
べ
ら
れ
て
い
る
豆
の

他
、
エ
ダ
マ
メ
な
ど
の
生
の

豆
も
使
用
し
、
和
食
・
洋
食

･

中
東
料
理
と
幅
広
く
紹
介


乾
燥
豆
の
戻
し
方
、
ゆ
で
方

も
写
真
入
り
で
解
説
。

定
価
１
８
７
０
円
（
税
込

み
）少

し
の
工
夫
で

驚
く
お
い
し
さ

今
日
か
ら
は
じ
め
る

減
塩
ご
は
ん

小
田
真
規
子

著

お
い
し
い
か
ら
無
理
な
く

続
け
ら
れ
る
減
塩
レ
シ
ピ
。

農
作
業

油
断
は
危
険
の

赤
信
号
！

橋
山

正
巳
（
堀
山
下
）

万
一
に

よ
り
添
う
み
ん
な
の

農
業
労
災

原

昭
子
（
下
大
槻
）

農
薬
は

正
し
い
基
準
で

安
全
散
布

小
室

照
子
（
渋

沢
）

〈
俳
句
〉
（
酒
井

敏
光

選
）

罪
の
無
き
真
赤
な
嘘
や
彼
岸
花吉

田

清
美
（
渋

沢
）

寺
へ
坂
杖
つ
く
人
に
赤
と
ん
ぼ菊

池
と
し
え
（
菩

提
）

お
ち
葉
す
み
裏
山
や
っ
と
鎮
も
り
ぬ

志
賀

明
子
（
千

村
）

野
仏
に
野
菊
を
挿
し
て
心
足
る芦

川

松
江
（
八

沢
）

晩
秋
や
茜
の
雲
を
棚
引
け
り

石
原

松
枝
（
渋

沢
）

神
官
の
ま
ぶ
た
二
重
や
神
無
月

石
田

陽
子
（
ひ
ば
り
ケ
丘
）

川
曲
る
水
音
さ
へ
る
秋
ひ
と
日高

橋

順
子
（
大
秦
町
）

法
師
蝉
母
の
声
聞
き
鳴
き
止
み
ぬ

柳
川
み
ち
子
（
栄

町
）

余
命
な
ど
解
ら
ぬ
が
良
し
神
無
月

佐
藤
英
美
子
（
南
矢
名
）

後
の
月
冷
え
て
掌
を
揉
み
脚
を
撫
で

森
高

由
子
（
渋

沢
）

彼
岸
花
女
は
ふ
た
つ
顔
を
も
つ高

島
美
和
子
（
名
古
木
）

宛
名
無
き
手
紙
の
届
く
神
無
月

選
者

〈
短
歌
〉
（
久
保
寺

富
男

選
）

よ
み
が
え
る
丘
陵
詠
み
た
る
寅
彦
の

新
た
な
句
碑
は
語
り
部
と
な
ら
む細

田

富
士
（
千
村
）

評

震
生
湖
畔
、
南
小
学
校
、
そ
し
て
震
生
湖
の

駐
車
場
に
建
て
ら
れ
た
新
た
な
句
碑
（
そ
ば

陸
稲
丸
う
山
越
す
秋
の
風
）
に
震
災
の
記
憶

を
忘
れ
な
い
よ
う
に
と
の
願
い
を
込
め
た
の

で
あ
る
。

新
米
に
栗
を
炊
き
込
み
夕
ご
飯

話
題
は
い
つ
し
か
子
供
の
頃
へ水

落
美
和
江
（
鶴
巻
南
）

先
頭
の
笙
続
く
笛
鉦
奏
で
い
る

僧
ら
の
顔
は
日
焼
け
し
て
お
り八

木

実
（
鶴
巻
北
）

亡
き
友
と
鮠
を
つ
か
み
し
川
の
辺
に

燥
ぐ
園
児
の
声
の
聞
こ
え
来

安
居
院
輝
雄
（
上
大
槻
）

知
ら
ぬ
児
が
手
を
差
し
伸
べ
て
抱
っ
こ
す
る

若
か
り
し
頃
を
思
い
微
笑
む

石
田
こ
ず
ゑ
（
水
神
町
）

秋
彼
岸
無
人
直
売
の
菊
の
束

小
さ
な
墓
の
に
わ
か
華
や
ぐ

伊
東

久
（
渋

沢
）

カ
ル
シ
ュ
ウ
ム
ビ
タ
ミ
ン
と
気
を
配
る

嫁
の
料
理
の
夕
餉
は
楽
し

今
井

か
め
（
羽

根
）

空
を
見
る
猫
は
自
分
の
目
の
色
が

空
よ
り
青
い
こ
と
を
知
ら
な
い

大
木
か
ず
ひ
ろ
（
名
古
木
）

似
て
非
な
る
も
の
の
一
つ
ぞ
ほ
う
ず
き
と

か
た
ば
み
の
文
字
を
漢
字
に
書
け
ば

選
者

■材料（４人分）■

温かいごはん４杯

分、青パパイヤ（Ｌ

サイズ）１／２個、

ウインナーソーセー

ジ６本、小松菜１／

２束、オリーブオイ

ル大さじ１、麺つゆ

（２倍濃縮）大さじ

２、塩・こしょう少々、ごま油小さじ１

＜作り方＞

①青パパイヤの皮をむき、種を除いて千切りに

する。水に30分浸したらざるにあげる。

②ウインナーソーセージは斜めの薄切り、小松

菜は水で洗って幅１㌢に切る。

③フライパンにオリーブオイルを入れて中火で

熱し、青パパイヤを炒める。やわらかくなっ

たら、②を入れてさらに炒める。

④③に塩・こしょうと麺つゆを入れる。蓋をし

て１～２分煮つめたらごま油を回しかける

⑤ボウルなどに入れたごはんに④をつゆごと入

れて、混ぜたら完成。

＜ひとことアドバイス＞

おかずいらずの簡単混ぜごはんです。青パパ

イヤのシャリシャリ感を楽しみながらおいしく

いただけます。ウインナーソーセージの代わり

にベーコン、小松菜の代わりにインゲンマメを

入れても作れます。

東支部 込山
こ み や ま

ゆきゑさん

Ｊ
Ａ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
は
だ
の
の
イ
ベ
ン
ト
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
紹
介

し
ま
す
。

◇

当
セ
ン
タ
ー
は
、
利
用
者

の
健
康
増
進
な
ど
を
目
的

に
、
年
間
を
通
し
て
さ
ま
ざ

ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
い
て
い

ま
す
。

、

の
両
日
に
は

運
動
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

利
用
者
は
紅
組
と
白
組
の
２

チ
ー
ム
に
分
か
れ
、
お
手
玉

を
使
っ
た
棒
倒
し
や
玉
入
れ

と
、
紅
白
対
抗
リ
レ
ー
の
３

種
目
で
体
を
動
か
し
ま
し

た
。
競
技
の
合
間
に
は
職
員

が
応
援
ダ
ン
ス
を
披
露
し
、

利
用
者
と
一
緒
に
な
っ
て
運

動
会
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

今
後
も
、
利
用
者
に
楽
し

ん
で
も
ら
え
る
よ
う
な
イ
ベ

ン
ト
を
定
期
的
に
開
い
て
い

き
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る

方
は
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
Ｊ
Ａ

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
は

だ
の
ま
で
。
☎

－
５
１
７

７

棒倒しや玉入れ楽しむ
｢運動会｣

農
作
業
安
全
標
語
の
入
選
３
作
品
決
ま
る

安
全
意
識
の
向
上
へ
活
用

ぜ
ひ
多
く
の
出
品
を

第
58
回
農
産
物
品
評
会
開
催

税務相談日 月日（木）
午前９時分～

法務相談日 月日（月）
午後１時分～

場所 本町支所
予約制ですので、事前にお電話にてご予約をお願い
します。受け付け順に相談時間が決まります。

ご予約は㈱協同コンサルトはだの

☎－

Ｊ Ａ は だ の 地域･情報 第号（） 年(令和４年)月日(水曜日)
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倰

ん
で
収
穫
。
桐
山
さ
ん
に
下

処
理
の
仕
方
や
お
薦
め
の
調

理
方
法
を
尋
ね
た
他
、
落
花

生
「
Ｑ
な
っ
つ
」
や
サ
ト
イ

モ
の
収
穫
も
満
喫
し
た
。

ら
出
る
白
い
液
状
の
酵
素
に

触
れ
な
い
よ
う
注
意
し
な
が

ら
収
穫
す
る
よ
う
呼
び
か
け

た
。
参
加
者
は
好
み
の
大
き

さ
や
形
の
青
パ
パ
イ
ヤ
を
選

た
。１

日
に
は
８
組

人
が
参

加
。
畑
を
管
理
す
る
戸
川
の

桐
山
篤
さ
ん
が
、
品
種
や
収

穫
方
法
を
説
明
。
切
り
口
か

と
も
あ
り
、
今
回
初
め
て
収

穫
体
験
の
開
催
に
こ
ぎ
着
け

２
年
目
を
迎
え
た
青
パ
パ
イ

ヤ
栽
培
が
軌
道
に
乗
っ
た
こ

「
は
だ
の
農
業
満
喫
Ｃ
Ｌ

Ｕ
Ｂ
」
に
、
新
た
な
収
穫
体

験
が
加
わ
っ
た
。

市
内
で
昨
年
か
ら

栽
培
が
始
ま
っ
た

青
パ
パ
イ
ヤ
を
ラ

イ
ン
ア
ッ
プ
。
農

に
興
味
を
持
つ
人

た
ち
に
青
パ
パ
イ

ヤ
を
知
っ
て
も
ら

い
、
産
地
化
を
さ

ら
に
推
し
進
め
て

い
く
狙
い
だ
。

セ
ン
タ
ー
は
、

び
や
生
き
物
観
察
の
機
会
に

も
な
る
。
参
加
者
は
、
小
泉

さ
ん
か
ら
鎌
の
使
い
方
や
束

の
作
り
方
な
ど
を
教
わ
っ
た

後
、
稲
を
刈
り
取
っ
て
ひ
も

で
結
び
、
は
ざ
が
け
ま
で
体

験
し
た
。

｢

田
ん
ぼ
農
園
オ
ー
ナ
ー｣

は
、
参
加
者
が
自
身
の
区
画

の
オ
ー
ナ
ー
と
な
り
、
田
植

え
や
草
取
り
、
収
穫
の
一
連

の
作
業
を
す
る
も
の
。
米
作

り
を
体
験
で
き
る
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
、
田
ん
ぼ
で
の
泥
遊

｢

田
ん
ぼ
農
園
オ
ー
ナ
ー｣

の
参
加
者
は
１
日
、
下
大
槻

で
稲
刈
り
を
体
験
し
た
。
田

ん
ぼ
を
管
理
す
る
小
泉
達
雄

さ
ん
の
サ
ポ
ー
ト
で
、
家
族

連
れ
ら

組

人
が
稲
刈
り

に
挑
戦
し
た
。

り
が
い
を
感
じ
て
い
る
。
今

後
も
Ｊ
Ａ
な
ど
と
連
携
し
な

が
ら
、
秦
野
産
の
キ
ウ
イ
フ

ル
ー
ツ
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た

い
」
と
話
し
た
。

た
後
、
大
き
さ
や
形
を
選
び

な
が
ら
収
穫
し
た
。

尾
澤
さ
ん
は
「
〝
お
い
し

か
っ
た
よ
〟
と
参
加
者
か
ら

言
っ
て
も
ら
え
る
の
で
、
や


日
に
は
、
南
矢
名
の
果

樹
園
で
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
の

収
穫
体
験
を
開
い
た
。

組


人
が
「
ヘ
イ
ワ
ー
ド
」
の

も
ぎ
取
り
を
体
験
し
た
。

収
穫
体
験
は
、
果
樹
部
会

キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
部
の
尾
澤

健
一
さ
ん
の
協
力
で
２
０
１

７
年
か
ら
開
催
。
道
具
を
使

わ
ず
簡
単
に
収
穫
で
き
る
こ

と
か
ら
、
家
族
連
れ
を
中
心

に
多
く
の
参
加
者
か
ら
人
気

を
集
め
て
い
る
。

参
加
者
は
、
尾
澤
さ
ん
か

ら
お
い
し
い
実
の
見
分
け
方

や
収
穫
方
法
の
説
明
を
受
け

はだの都市農業支援センターは、消費者に農に触れる

体験をしてもらおうと「はだの農業満喫ＣＬＵＢ」で多

彩な企画を用意している。毎年人気でリピーターの多い

田んぼや果樹園での体験の他、今年は新たな品目を取り

入れ、一層の充実を図る。

「
は
だ
の
農
業
満
喫
Ｃ

Ｌ
Ｕ
Ｂ
」
は
、
メ
ー
ル
で

季
節
ご
と
の
体
験
を
案
内

し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
の

時
期
は
、
ミ
カ
ン
の
収
穫

体
験
や
そ
ば
打
ち
体
験
な

ど
を
開
催
予
定
。
Ｑ
Ｒ
コ

ー
ド
を
読

み
取
っ
て

ぜ
ひ
登
録

を
。


多
田
百
合
子
さ
ん
は
、

西
田
原
で
生
ま
れ
育
ち
、

結
婚
後
に
羽
根
に
移
り
住

ん
だ
。
若
い
頃
か
ら
女
性

部
活
動
に
精
力
的
に
励

み
、
仲
間
と
一
緒
に
女
性

部
を
盛
り
上
げ
て
き
た
。


年
ほ
ど
前
か
ら
は
実
家

の
畑
を
引
き
継
ぎ
、
農
業

や
趣
味
で
充
実
し
た
日
々

を
過
ご
し
て
い
る
。

現
在
は
、
約

㌃
の
畑

で
落
花
生
や
サ
ツ
マ
イ
モ

な
ど
、
年
間

品
目
の
野

菜
を
栽
培
。
農
薬
を
で
き

る
だ
け
使
わ
ず
安
全
・
安

心
に
こ
だ
わ
り
、
収
穫
し

た
野
菜
は
自
身
で
食
べ
る

他
親
戚
や
友
人
に
配
る


「
人
に
喜
ん
で
も
ら
え
た

時
に
や
り
が
い
を
感
じ

る
」
と
笑
顔
を
見
せ
る
。

女
性
部
で
本
部
役
員
を

経
験
し
、
地
域
の
女
性
た

ち
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活

躍
。
料
理
の
腕
を
生
か
し

て
、
料
理
講
習
会
の
講
師

と
し
て
活
躍
す
る
な
ど
、

存
分
に
力
を
発
揮
し
て
き

た
。
Ｊ
Ａ
が
２
０
０
８
年

に
発
行
し
た
レ
シ
ピ
本

「
伝
え
た
い

は
だ
の
ふ

る
さ
と
料
理
」
に
は
「
お

菓
子
風
大
学
芋
」
「
砂
糖

豆
」
な
ど
数
々
の
レ
シ
ピ

を
提
供
。
ふ
る
さ
と
の
味

の
伝
承
活
動
に
も
力
を
注

い
で
き
た
。

舞
踊
や
歌
が
好
き
で
、

子
ど
も
の
頃
か
ら
続
け
て

き
た
。
女
性
部
目
的
別
趣

味
グ
ル
ー
プ
「
北
踊
会
」

を

年
前
に
発
足
さ
せ
、

代
表
を
務
め
て
い
る
。
同

じ
趣
味
を
持
つ
仲
間
と
楽

し
み
な
が
ら
踊
り
を
練

習
。
県
の
指
定
無
形
民
俗

文
化
財
「
相
模
の
さ
さ
ら

踊
り
」
の
保
存
会
に
も
所

属
し
、
伝
統
の
踊
り
を
守

る
役
割
も
担
っ
て
い
る
。

多
田
さ
ん
は
「
仲
間
と

の
つ
な
が
り
を
大
切
に
、

楽
し
み
な
が
ら
趣
味
を
続

け
て
い
く
。
踊
り
や
歌
は

ミ
ニ
デ
イ
で
も
喜
ん
で
も

ら
え
る
の
で
、
地
域
の
た

め
に
も
生
か
し
て
い
き
た

い
」
と
話
し
た
。

踊
り
を
守
り
地
域
に
生
か
す

羽根の

多田
た だ

百合子
ゆ り こ

さん(77)

月にじばさ
んずが周年を
迎えるんだよ
ね。改めてじば

さんずについて教えてほ
しいな。

じばさん ず
は、2002年月
にオープンした
県内最大級の農

産物直売所で、現在は約
600人の生産者が出荷し
ているわ。もうすぐ延べ
来店者数が1000万人にな
るのよ。

そんなに多く
の来店者がいる
んだね。すごい
や！

どんなところが人気な

のかな？
新鮮さはもち

ろん、直売所な
らではのお買い
物の楽しみ方も

あるのよ。
例えば、ナスやサツマ

イモだけでもいろいろな
品種が選べることや、ヤ
ーコンやキクイモなど、
スーパーではなかなか売
っていない珍しい品目が
並んでいるのも魅力の一
つね。

これからもじ
ばさんずの新鮮
でおいしい農産
物を買って、農

家を応援していきたい
な。

新
鮮
で
魅
力
的
な
じ
ば
さ
ん
ず

オーナー家族が
楽しく稲刈り

はさがけまで体験 はだの農業満喫ＣＬＵＢ

多
彩
な
企
画
で
魅
力
ア
ッ
プ

多
彩
な
企
画
で
魅
力
ア
ッ
プ

青
パ
パ
イ
ヤ
収
穫

初
開
催

産
地
化
へ
認
知
度
向
上

青パパイヤを収穫する参加者

はざがけを体験するオーナー家族

メールで体験を案内
ＣＬＵＢにぜひ登録を

子どもも楽しく
キウイもぎ取り

地場産をＰＲ

「ヘイワード」のもぎ取りを満喫

Ｊ Ａ は だ の第号 年(令和４年)月日(水曜日) （）(://-/)
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